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青森県三内丸山遺跡の縄文時代前期から中期の種実遺体群と植物利用

KeikoTsuiil,Sei-ichiroTsuji2andMutsuhikoMinaki3：
Seedandfruitremai,'sandplantutilizationduringtheearlytomiddleJomon

periodsattheSannai-maruyamasite,AomoriPrefecture,northernjapan

要旨肖森県の三|ﾉ1丸山辿跡から得られた細文時代前期後半から中期（約５９００～400()ｃａｌＢＰ）の匝実遺体群を

記載し，人の活動による植生変化と械物利川について議論した。種実遺体僻は辿跡北四部の第６鉄塔地区の縄文時代

前期の捨て場および北部の北の谷地|又の細文時代前期から中期の捨て場から得られた。クリと，ヒョウタン，ゴボウ

近似種，ニワトコ属，マメ科の形態を!;Llililiした。これらの!|Iに明らかな栽培11,11,種はなかった。価尖遺体群の形成過程を，

産出状況により，周辺補生から''1米したハンノキや人里植物などと，人が廃棄したクリやニワトコ属などを|ヌ別して論

じた。ムラの成立前にはキハダや，サワシバ，タラノキ，ニワトコ属，サルナシなどで椛成される人の関与がうかがえ

る落葉広葉樹林が存在したが，円筒下|陣上器の時代にはカナムグラや，キランソウ閥，タデ届の数種などの草本の人

里植物が普通に見られる撹乱の激しい環境に変わった。クリやオニグルミの莱食的要素としての利川，およびニワトコ

属などの液果のおそらくは果汁の利川，キハダ等の香辛料としての利用，サナエタデ群の雑殺としての利川を推定した。

ヒョウタンと，ゴボウ（近似師)，ササゲ属に対比される「マメ科」が，セットとして胴||しており，近畿や，北陸，関

東との植物利用との共迎''''２をうかがわせるが，エゴマが欠ける点ではこれらの地域と出なっている。

キーワード：クリ，ゴボウ近似柿，イIlrjl<辿休，純文時代，ニヮトコ偶
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栄市街のIRIIf森駅から南西約３三内丸山遺跡は青森市街のjRIIf森駅から南西約３ｋｍ

に位置する，青森湾および脊森平野を岨むことができる標

商約２０ｍの台地|皇に位i間しており，その1ｍ積は約３５ｈａ

におよぶと兄積もられる（Ⅸ'１)。１９９２年以来の継続的な

発掘調資によって，細文時代前期から中期．および平安時
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代の集落を中心とする複合遺跡であることが確かめられて

いる。とくに，縄文時代|剛１１-'１岨から'1ﾘﾘlまでの‐連の'１１

筒式土器とその後の榎林・最花・大水１０式の土器形成が

連続的にすべて確認されている。上器形式に対する多数

の放射性炭素年代の測定によって，細文時代の集落は約

5100～３９００ｙｒＢＰ，暦年較IE年代では約５９００～４３００

calBPの長期間にわたって存続したことが明らかにされ

た（辻・中村，2001)。この長期間に，軽穴住ノパを主とす

る住居域や，列状蕊からなる菓域，環状ｉＩＷｉ蕊からなる墓

域，マウンド状に土醗りされた磯上場，｜【水の柱をもつ掘

立;住建物域，粘土の採掘場などさまざまな施設が構築さ

れていたことも明らかになった（岡川・ＮＨＫＩｉｊ:森放送肘，

1997)。また，発掘訓脊が台地の縁辺や開析谷の''－１の低湿

地におよんでいたため，動・植物遺体を多岐に含む捨て場

域も確認され，縄文時代の動・植物利川の実態が復元でき

る遺跡として注目された。

ここでは，三内丸山遺跡の北部に位|門する第６鉄塔地

区と北の谷地区の２地区の種実遺体群を検討する（似'１)。

これら２つの地区はともに捨て場とよばれている厚い廃棄

物層を伴い，調査開始当初から注'三'されていた。｜iYill-l-l・伊

藤（1995）は両地区の極実迩体群の概要を報告し，l1j筒

土器文化における植物利用を検討し，ヒョウタンなど戦塔

利用の可能性を指摘した。また辻（1996）は北の谷地区

で層序の摸式地を設定し，花粉群の１W付的な変化から三内

丸山の集落でクリ林が育成され維持された可能性を脂柵し

た。また予察的に，年代測定やｉｌｉ地瑚，動・'IiI1i物分野の検

討より，人工的なクリ林の形成など生態系の人淵的な改変

の可能性が指摘された（梅腺・安川，1995)。その他にも

当遺跡における植物利用の慨説がなされている（辻，1996

1999；国立歴史民俗博物飢２００１；青森ﾘi1:史淵,iさん考TIT

部会，２００２など)。しかし，砿突辿休林が体系的に記峨さ

れたのは第６鉄塔地区（青森蝶教育委ti会，1998）のみ

である。

本論文では，既報の第６鉄塔地区および/k報告の北の谷

地区の種実遺体群の試料を再検討し，北の谷地陸の砿実遺

体群を新たに記述し，これまでに得られた三内丸''1遺跡の

種実遺体群の伸格とそれから見られる柿物利川を慨帆する。

調査地区の;概要および試料と方法

1．第６鉄塔地区

第６鉄塔地区は沖館川低地に接する台地の斜而ド部に位

置する（図１)。調査は１９９２年度と’993年度の２年lAjに

わたって実施された。

この地I菰の層序は，１.管位から下位へ，１，１１，１１１，１Ｖ，Ｖ，

vI層の順に６屑に区分され，堆積物の叩州|と||｝ｋ遺物の

産状の違いによって､ａ,ｂ,ｃ系列に細分された（Ｍ２）（青

ａ

沖館川 ｌ⑬

／
１月、

図１三内丸111遺跡の位置図と種実遺体分析地点（ａ：青森県

内位置図，ｂ：国土地理院発行１：25,000地形図「青森西部_，

使川，ｃ：青森県教育委員会（1994,1996a，1996b）を基に

作成)．第６鉄塔地区のスタンダード・コラムＢ地点と，北の
谷地区のスタンダード・コラムＡ地点，ならびに第１２次訓

襟区で種実遺体の層位的な変化が調査された．平面的な調査

は第６鉄塔地区ならびに北の谷地区の広範囲にわたる．

森巣教育委員会，1997)。層相と土器等の遺物の出上状況

は以下のとおりである。Ｉ層は黒褐色の-上壌からなる。Ⅱ層

は黒褐色土壌からなり，縄文時代中期末の大木１０式土器

から１０世紀中頃の平安時代の遺物を包含する。縄文時代

!+i期末の土器は下層に限られる。上部には十和田ａテフラ

(To-a）と白頭山苫小牧テフラ（B-Tm）をレンズ状に挟在

する。ⅡI層は層厚３ｍ前後におよび，砂などが卓越する

褐色泥からなる。大半が人為的に形成された堆積層で，縄

文時代中期末から前期末の遺物を含む。１Ｖ層およびＶ３．

Vｂ層は暗灰色から灰褐色を呈し，砂が卓越する泥からな



B地点

青森県二|ﾉ1ﾒLlll辿跡の縄文時代liijlIllから''１期の種実遺体排と柚物利川（辻韮ｆほか）

る。１Ｖ層では細文時代中期から前期未の円筒l全層式'２器

を，Ｖａ・ＶｂＩＴは前期中葉の円筒1､Ｍｂ式土器を含む。｜川

|啓２６は械実のみが集巾する｡ＶＩａ・ＶｌｂＩ曹は有機質な泥

からなり，前期ｌ－ｌｌ唯の''1筒下屑ａ式土器を含む“

この地区では)''1館川側のＡ地点と東畦のＢ地点のス

タンダード・コラムが設定されている（図２）（辻・伽

泉，1998)。このうち地点Ａについては花粉分析が実施さ

れ（吉川・辻，’998)，珪藻分析も災施された（村Ⅱl・辻，

1998)｡地点Ｂについては種実遺体僻の検討がなされた(南

木ほか，1998m),，またＶＩａ・Ｖｌｂ屑についてグリットごと

に堆積物令ｉｌｔが採取され，全最について極実遺体群が洲

くられた（南水ほか，1998b)。

Ａ Ｂ
ｍ
一（

Ｕ

Ａ地点

111

,の谷地区のスタンダード・コラム柱状図（辻・ｌｌｌ村

に分析試料番|,｝を〃Ⅱ筆)．

図３５
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２．北の谷地区の試料

１）スタンダード・コラムＡ地点

北の谷地区は沖館川低地に血行するように流下する芥

斜面から谷底が含まれている。この谷には襟土によって椛

築された堤などの遺構が確認されている。谷の出I~1では

泥炭層や砂肘など水成層からなる連続的な''1然堆械肘が

確認されたので，１Ｗ序の確立と対比および花粉群集弊の

検討のためにＡ地点とＢ地点の２地ﾉ,!､(がスタンダード・

コラムに設定されている（辻，2006）（図３)。ここではl皇

位から下位へ仙了的にＳ、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ層の６１Ｗが

区分されており，ル州Iの違いによって，さらにａ，ｂ系ダリ

に細分された。Ｂａ層において円筒下暇式土器が検出され，

Ａ層ではｌｌｌ筒|州式土器が検出されている．多数の放射

性炭素年代が測疋されており，土器形式に対する放射性
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炭素年代と矛屑した1'1iが僻られている（辻・｢|'村．2001)。

このコラムについてはすでに辻（1996）が花粉僻の変遷を

報告しており，また岡'１１・伊藤（1995）も柿実遺体群につ

いて概要を報杵している。

分析地点は北の谷地区の北端にあたり,岡'11･伊藤(1995）

と'１１地点になる。辻（20()6）のスタンダード・コラムＡ地

点での層序に従い，灼熱消黄域の測定と．堆械物２００９の

楠実分析を１ｍｍの肺による水洗で行なった。肘序は前述

の層区分のとおり，’二位からＳ，Ａ，Ｂ（Ba，Ｂｂ)，ＣＤ

Ｅ層に分けられ、Ａｌ博からは円筒上肘式-ｋ器がＢａI筒から

は円筒下層式土器が検|||されている｡胴序と辻･''1村(2001）

における基本|簡序をもとにｲ|§代価を川|え脳'３に示した”

２）第’２次洲i'rⅨ

第’２次調査区は平成６年度に発Mll洲介が行なわれ、保

存決定したことによりj''1めもどされた地|又の{iW秘洲査であ

る（図１)。本地区は北の谷地区の南端にあたり、谷の上

流域である。本調制Ｘは上位からⅡIC-LIIIC-2，ⅡＩＣ-3,

1ⅡC-4、ⅡIC－５層に区分される（図４)。lllC-Wiは縄文時

代前期中葉の円筒下肘式ｂ式-|を器包含肘で，ｌｍ２あたり

４９ｋｇの土器が潰れ折り爪なって繕集している。ｌｌｌＣ－２層

は円筒下層ａ式土器包含I仲で士器の廃棄状況はlllC-lと

liil様である，IIIC-31IYi以下は遺物の確認がI||来ていない層

である（青森県教育委員会，1999)。llIC-lIIYiはグリット

ごとおよび土器の廃棄単位（B-l～Ｂ-4）ごとに全域採取

された．Ｂ－１～Ｂ－３はIllC-l肘内にあり，Ｂ－４はⅡＩＣ－２層

まで掘りこまれている‘lllC-ZI仲以1,.はトレンチで確認で

き，全量採取され祁災辿休について選別された。

３）北の谷地区のニワトコ|川ﾐ休猟実辿体ｌＩＹｌ

ニワトコ属液体柿実遺体肘（遺体群）とは，肉眼での観

察でニワトコ属の械子（核）がその大半を構成している堆

積物（遺体群）をいう。第６鉄塔地Ⅸで南木（l994b）が

間屑２６をニワトコ郁子栴集肘と呼び，含まれる組成につ

いては南水ほか（l998a）で述べている。辻（2005）は秋

'11県池内遺跡（秋|｣|ﾘ１１;教育委幽会，’999）との比較のな

Ｂ
－１１．００ｍ

図４節１２次i淵査Ⅸにおける肘序断面と廃棄-|：

W+の旅状（IIi:森ﾘＩ!；教行委11公，1999)．

かでニワトコ属液体柿実遺体群とした。

本論文でニワトコ属ｉ§体砿実遺体層としたものは，

VP-93ニワトコ集中､ＶＯ－８７１トレンチ拡張１５層，１８肘，

VR-97廃棄jii位，ＬＯＣ.Ｅ種子密集の４地点ある。これら

は円筒1､刑式土器の時期に1ｉたる。各地点での区分に従い，

堆積物約２００９を１ｍｍ肺で水洗を行なった。VR-97廃

棄単位では廃飛単位ごとに取り上げられており，Ｂ－１は師

子密集胴，Ｂ－２は楠了牌Ｂ－４はシルト肘である。

４）トチ塚

北の谷地区で確認されたトチ塚はｌ地点のみで，VP-91

のＧトレンチⅡ111,ｲにある。トチノキ価ｆの放射性炭素

年代として３７５０±８０ｙｒＢＰがiIj:られており（辻・''1村，

2001)，Ⅳ'|位も合わせて細文時代'111111の岐終段階の遺椛と

判断されている（辻，2006)。

結果

１．種実遺体群

ｌ）第６鉄燃地区の既報試料

スタンダード・コラムＢ地点に於ける極実遺体群の組成

の報告（南木ほか，l998a）を，唯械物最を１０００ｃｍ3で

統一して算出しなおして示す（炎１，付表１)。Ｂ地点の分

類群数は２４禰類と多くはなく，特定の分離群が多産する。

種実遺体のみが帝集して兄られたlIWIYi26（試料Ｇ）では、

ニワトコ鵬が圧倒的に多く，サルナシ，キイチゴ属，キハダ，

ブドウ届，ミズキ，タラノキがふつうに産出し，ヒメコウ

ゾが川|わるル

Ｖｌｉ'・VlhllYiの令賊t回収によってiいられた種実週休に

は，付炎１に示したもののほかに、水本ではイヌガヤ郁

子．スギリ肝，アスナロ屈塊ヒノキ師子、ビャクシン鵬

種子，サワグルミ核，カバノキ科果災．サワシバ果実、ハ

ンノキ偶果実、コナラ属果実，コナラ属コナラ亜属幼果．

殻斗，モクレン価郁子，ホオノキ柿子、コブシ種子、クス

ノキ科郁子，イワガラミ価ｆ，イヌザンショウ核，ニガキ核，

ウルシI瓜核，ミツバウツギ樋了，カラコギカエデ果実，イ

タヤカエデ果実，ミツデカエデ果実、トチノキ種子・幼果，
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クマヤナギ属核，ツタ種子，ムラサキシキブ鵬核，クサギ

核，ガマズミ属核が，草本ではイバラモ近似極極ｒ，マメ

科,ヒョウタン等が産州している（耐水ほか,l998b)。また

木材片・炭化材片・オニグルミ核ﾊ･が多Ｉｊｔに''化し，土器

以外の堆積物における軍燈比はＶＩａ岬では，それぞれ２９，

４，４％，ＶＩｂ層では３７，５７，４％であった。

２）北の谷地区の試料

第１２次確認区では，IIIc-lル1の､剛i発llllIlによる,試料I|’

の種実遺体組成を表１と付表２に，トレンチで〃1位ごとに

採取された試料111の種実遺体組成を表ｌと付炎３に示す。

またトレンチ発掘による試料をｉＯＯＯｃｍ３あたりの産川埜

に換算したものを表１と付表４に示す。、FIm発仙,'1試料では

現生種の混入と思われるものも含まれていたが，これも表

中に示した。トレンチVR98-l3の試料(炎ｌ,付表４)では，

IIIC-3層，IIIC－４層，IIIC-5I禅の傾突遺体は種類．鎧とも

に少なく，ニヮトコ属，サルナシ，タラノキなどの水本が

｢|~'心である。IIIC－２層は廃棄単位Ｂ－４で，ＩＩＩＣ－ｌ屑とIIilじ

く，種実遣体は種類・量ともに多く，上記の水本類やクワ

属，ヒメコウゾ，キイチゴ属，ミズキが多産するのに加え，

キランソウ属，アカザ属，カナムグラといった多極多様な

草本が加わる。IIIc-1屑平而発ﾙIlの,試料（炎１，付表３）は，

試料ごとの産I-l-I量や分類群数の旅巽はあるが，トレンチの

IIIc-1層と同様の木本・草本が産||Ｉする。

北の谷地区スタンダード・コラムＡ地点の椛災遺体細成

を表ｌと付表５に示す。Ｄルサは木本が巾剛1．賊ともに多い。

キハダ,サワシバがふつうに潮|}し，タラノキがこれに次ぐ。

ニワトコ属は少ない。ｃ暦は;匝実の贈''1,ｔは拝しく少ない。

Ｂｂ層も木本が種類・量ともに多い。サワグルミ，サワシバ，

キハダがふつうに猟||'し，ニワトコ届は産川しない。Ｂａｌ曹，

Ａ層，Ｓ屑は木本の,匝類が少なくなり，草本が種類量とも

に多産することで共迎する。水本では，ニワトコ属がふつ

うないし多旅する。ハンノキ脳も＃１位によっては多産する。

蝋本ではカヤツリグサ胴，ミゾソバ，ツリフネソウ偶等が

継続的に産川する。クワI瓜はAlWから恥川する。

北の谷地区のニワトコl叩：休価実辿体Ⅳ‘|の種実遺体組成

を表Ｉと付表６にホす。ニワトコ鵬極災遮体癖の種実遺

体は，いずれでもニワトコルＪ１がlli趣する。これに，クワ胴，

キイチゴ脳，サルナシ，ミズキ，ツチアケビ，ウド，キラ

ンソウ隅などが伴う。鮒６鉄塔地区試料Ｇでは蔵本がほ

とんど暇|Ｉしなかったが，北の谷地区では:IIir本もふつうで

あることが特徴である。

トチ塚（VP-91GトレンチIll府）で一括採取されて水

洗された試料を選別した写典を図５に示す。ほとんどがト

チノキの種皮で，果皮は含まれない。わずかに幼果を含ん

でいる。４ｍｍの師ｋにほとんどの種皮が残るが完形のも

のや大きさが復元できるようなものはない。これらのこと

から種皮片の廃棄塚であると判断できる。

２．主要植物遺体の記載

ｌ）クリＣａｓｍ"a7Cノゼ”/‘iISicb()ldctZucc・

クリ炭化ｆ紫幣雌のクリ塚状廃乗場は北醗土場の北端

付近で確認された。このクリ塚は埋め戻しされているため，

現在は確認できず，ｉｎ突辿体試料も採取されていない。こ

のほかに，果実と炭化-f葉が第６鉄塔地区と北の谷地区

のいずれでも少しずつ産川した。′保存されているクリの果

皮片・炭化了災片をすべて観察した（|xI6)。果実はすべ

て破片で，完形に近いのは第６鉄塔地区出土の１点Ｎo‘

図５トチ塚水洗試料分析．各飾に残ったト

チノキの果皮片．
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北の谷地Ｋ，スタンダード・コラムＡ１也照（付表5）
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1０８ 特別第２号

352；VIIG-74-2，ＶＩｂＩ静で，高さ２０ｍｍ，幅２３ｍｍで

ある（図6-6)。果皮片はNo.324;VIIG-74-2，VIa層（図

6-1-5)，クリ炭化子葉・片はNo.４９；VIIF-74-3，ＶＩｂ胸

(|xI6-7~12)，No.３５３；VIIG-74言２，ＶＩｂル１（'又'6-14,15)，

No.５３５；VIIG-75-2，ＶＩｂ屑（似16-13,」6）で，ほかの

多くは産出牌不lﾘjである。ここでみられる炭化~f唯は３タ

イプに分けることができる。Ａタイプは一方は膨らみもう

一方は､''１１iの１０ｍｍほどの半球形の小さい１１lil体で，１１j:Iみ

は２～３ｍｍ，表liliは渋溝が殆ど1,11』られない（'又'6-7,9,

13)。Ｂタイプは一方は膨らみもう・方は､|えI|(liで，多くは

２０ｍｍほどの広二等辺三角形で，表IiIiは深い渋満があり，

乾燥によってか２枚の｡f葉間に間隙があり，杵点部は'111面

になる（図６－８，１１，１５，１６)。ｃタイプはiIimとも平而で着

点部は平らになる（図６－１０，１２，１４)。

本遺跡で産出したクリ果実の大きさを，ｊＭ三種と比較し

た（図７)。破損している果実の大きさはもとの果実の概

形を推定して求めた。炭化子葉から元の果実の人きさを推

定するために予備的な乾燥実験，炭化実験を実施した。す

ると，子葉を乾燥させると長さが84％，’'11,1が87％，厚さ

が９１％に縮小し，またルツボにアルミホイルでふたをし

て400°Ｃまでゆっくり洲度ｋ界させて炭化させると，長さ

が79％，lllliiが83％に縮小した。ｉ,'1木（'994a）は細文時

代のクリの大型化について述べており，細文時代後1ﾘlや晩

1’1には各地から''１Nや長さが３０ｍｍ以'１の，ル,l在の俄培,',,１，

種と比べても遜色がないようなクリが鯛|Ｉするとしている

が，本遺跡からはそのような人きさのクリは産出していな

い。一方，長さや幅が２０ｍｍを超え，野生としてはやや

大ぶりのものが存在する。戒培IIiI1I‘匝か野化かを果実遣.体か

ら検討するには，果実の人きさだけではなく，果実表面に

長さ
lllllI‐

、

小
’
１
１
１
１

↓ "

1169千雄(仙絃）

3０－
#ｐｑ

,｡:19.1:順干鱒(械糊2０－

謙琴
千集(植縦）

1０－

3670函館１１‘

2114小櫛

・乱内丸山出土果実

【０

,1０幅lＣ 3０2０

ⅢⅢ

図７クリ果実の大きさの変災，ル,!′|ﾐの標ノドは，植栽された

栽培i1iMil1（1169,1245）と，11111桃されたシバグリ（1237)，

野生と考えられるもの（1327,3670,2114)．三内丸111川上

果実の大きさは，原形を推定したり炭化ｆ災から元の果実の

大きさを推定して求めた岐低限のllll〔である．折弧内の番号は

|茎|立歴史民俗博物餅のｊ,lﾉﾋ祁実標/|将妙で，標本は現在，束

乃〔大学新領域創成科'1を科に移杵されている．以下同．

6ｂ

植'1昌史研究

1鰻 ｜､１

鍵
1２－

－

‘鍵 腰宇

1１．－

●鯉Ⅱ １

』

図６節６鉄琳地|ﾒｉＶＩａ・ＶＩｂ層のクリ果皮

片と炭化クリｆ染・ノ'．、－１－５：クリ果皮片

VIIG-74-2，VlalW（No.324)．６：クリ果皮

片VIIG-74-2，VIb牌（No.352)．7-.12：ク

リ炭化子葉・片VIF-74-3，Ⅵｂ層（No.４９)．

１３，１６：クリ炭化ｆ菜。片VIIG-75-2，ＶＩｂ

脳（No.５３５)．１４，１５：クリ炭化子葉・片
VIIG-74-2，ＶＩｂｉｆｌ（No.３５３)．スケール＝

１ｃｍ，No.は_畠|ﾉ1丸111辿跡保管番号．

’



青森県晶内丸Ill遺跡の細文時代前期から中期の種実遺体群と植物利川（辻脳子ほか） １０９

,ﾄiめる綜点部の面積や，着点部の顎粒状隆起，ｆ葉表面

の溝などの形態学的比較等も合わせて検討する必要がある。

形態から兄る限り，現時点で三内丸山遺跡のクリが栽培品

価であるという証拠はない。

２）ヒョウタンＬage”γjiasjce”mStandl・

ヒョウタンの)匝子が第６鉄塔地区・北の谷地'五で８点，

果皮片は第６鉄塔地区で径２０ｍｍのものが１点川土し

た。ル肝の降線は低く，長さ１１．２～１１．７ｍｍ，’'''115.6～

6.4ｍｍ（Ｍ８)。果皮は表面，断面のスポンジ状細式断面

の形体からヒョウタンと同定される。出ｋ果皮破片は小さ

く，ＩＩＩ－ｔ種子数も少ない。

３）ゴボウ近似種ｃｆＡγα”7?ﾉα”αＬ・
ゴボウ近似種が第６鉄塔地区・北の谷地区でふつうに産

|{Ｉした。果実は長さＳ～５．５ｍｍ，llllil3～３．３ｍｍの広倒

皮針形で，厚みは殆どの場合圧縮されているため計測不可

能である。果皮の表面にはゆるい隆線を１２～１４本持ち，

表而にはそれと直行するようなゆるい波状のしわがある(図

9)。所々に黒色の斑点を持つように見える．狩点の縁には

３

図８言内丸''1遺跡川上のヒョウタン種子．－１：ヒョウタン

種子VIIG-74-4，ＶＩａ肘．２斗：ヒョウタン種子VIIG-75-3，

VIb屑一スケール＝１ｍｍ．

弱い隆起がみられ，先端は三角形を呈し縁には弱い隆起

がみられる。果実の外形や，表面の表皮のしわ，１２～１４

本の隆線，黒色の斑点など，現生の栽培ゴボウとよく‘似る。

栽培品種「滝の川」の果実は提さ７ｍｍ，幅３ｍｍ程度で

ある（図9-5)，大きさは多少の差はあるが他の栽培品種の

ゴボウにも果皮に特徴的に黒色の斑点をもつ。ゴボウの砿

子は２年生で収樫するが，栽培実験をした１年ものの種子

では黒色の斑点は薄い。サハリンの野生または野生化した

ゴボウの種子（図9-6）と，北の谷地区ゴボウ近似種（図

図９三内刈11週跡出-ｔのゴボウ近似種果実ならび

に呪生ゴボウ果実．－１：第６鉄塔地区VllG-74-3，

VIa解（ａ：果実全体，ｂ：果痕部)．２：第６鉄塔地

区VIIG-74-3，VIa肘．３：北の谷地区ＬＯＣ.Ｅ、４：

北の谷地区ＬＯＣ､Ｅ（ａ：果実余･体，ｂ：果勝部，ｃ：果

痕部，。:果実断而，ｅ:果実表ini，ｆ:果実果痕部表面)．

５：現生戦勝iIiI1I樋「滝の川」（2021）（ａ：果実全体，

ｂ：果実断iii)．６：現生野生種，サハリン産（3020）

(ａ:果実全体，ｂ:果勝部，ｃ:果痕部，ｄ:果実断而)．
スケール＝１ｍｍ．
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9-4）を比較すると，概形や，わずかにみられる黒班，隆

線が類似するのみではなく，果膳部（親植物への着点）お

よび果痕部（痕跡的な冠毛の着点）の形状が類似し，断面

に柵状組織が確認できる点でも一致する。他のアザミ属や

近縁分類群の果実との比較検討が不十分であるため，ゴボ

ウ近似極とするに''２めた．

長さ

(皿）

４

①ニワトコ ③エゾニワトコ②エゾニワトコ
短柄

⑥ニワトコ属
主体種実遺体群

図１０第６鉄塔地区スタンダード・コラムＢ

地点川-上のニワトコ属種子（核)．多様な大き

さと形態のものがある．－１斗:Ｈ牌．５，６，９：

Ｇ肘．７，８，１０：Ｅ層．スケール＝１ｍｍ

が半球状になりあまり下飛しないものに便宜的に分けた。

長さや幅の分布で兄ると，三内丸山遺跡出土のニワトコ

属はエゾニワトコよりも小さくニワトコよりも大きく，rl-1lﾊ」

長柄
４４

ｒ
’
千
Ｆ
０

，
‐
‐
‐
‐
‐
一
‐
‐
‐
‐
‐
‐

畔再

息 目〔
氏
■

荊本… ，ワ２

Ｉ １

４）ニワトコ属Sa77zb"cz,ｚｓ

三内丸''１遺跡出土の植物遺体のなかで，質・瞳ともに圧

倒的に優｢上iする。炭化ニワトコ属核や果尖が第６鉄塔地区

Ｂ脚～Ｆ屑で出土した。外形と大きさ，こぶ上の表面模様：

勝点にあく小さな穴などからニワトコ偶であると言える（図

10)。種子（核）の大きさがニワトコよりも大きいものがか

なりあり，エゾニワトコの種子が含まれる'ﾘ能性が示唆さ

れていた（南木ほか，1998a，1998b)。しかしllIi者の区分

が結Ｍ１ﾘl確にはならなかったので，ニワトコ腕とするに止

める。

辿跡出土ニワトコ属の分類学的な位|尚付けを検討するた

めの』,喋礎資料として，現生のニワトコとエゾニワトコの大

きさを比較した（図１１)。現生種は胎葉標本・果実乾燥標

本・果実液浸標本．種子（核）乾燥標本を川い，房ごとに

水洗・乾燥した種子を無作為に５０粒計測した。現'|畠種の

同定は，原・大場（1989）に従い，エゾニワトコの小葉は

火きく丸みがあり小葉の基部が左右不ﾎⅡ称であるのに対し，

ニワトコの小葉基部は左右相称，エゾニワトコの果実の枝

の色は茶色であり花序・果序に細毛があるのに対し，ニワ

トコの果実の枝は緑色で，花序・果序は雌毛であることに

よった。ただし，北海道函館山（1616)，１１f森蝋の３個体

(4650,4652,4653)，岩手県（4442）の標本は両肴の要

素を併せ持つので，便宜的に中間咽とした。エゾニワトコ

は柄が長く房が三角錘状になり下亜するもの，柄が短く房

２０１２

ハリン(1638）－サハリン(3013）

ハリン(3006）‐---‐サハリン(3728）
ハリン(3010）．..．．.….､サハリン(1641）

lｌＣ

.’

：一M・・

鵜#…
目

２

④中間型

０１２０１２０１２

－岩手県(4442）‐…---Ｂ漏一…Ａ層一Ｇ届全体の平均
一---．青森県(4650）一一一Ｈ展一Ｇ冠．．-…－．Ｇ層.長さ2.5固叫１以上
…青森県(4652）．…….Ｆ層一.－Ｅ展…－－Ｇ層;長さ２５皿以下
一~~.~.~青森県(4653）…－－Ｌｏｃ.Ｅ
…...~~北海道函館(1616）

図１１ニワトコ;師~子（核）の大きさの変異．個体ごとの変異

幅を示す．現/k純は５０粒の計測値にもとづく．遺跡産出のも

のは第６鉄塔地瞳と北の谷のニワトコ主‘体種実遺体群に分け，

地点と僻位ごとに示した．

⑤第６鉄塔地区

４ ４ ４

’

１

§ 弓

Ｉ
－
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,貯森ﾘ11:ｉｌﾉ1丸''1遺跡の縄文時代前期から!|'期の種ゾﾐ遺体群と楠物利川（〕上一龍ｆほか） 1１１

7W』としたものに近い。

本遺跡産出のニワトコ偶の.l｣ﾐ体を明らかにするには，水

検討であるＲ本海側の多岬地'附に分布するニワトコの変祁

オオニワトコ（ナガエノニワト．）や，中間型としたﾙ１１ノヒ

ニワトコ属の正体も含めて，ニワトコとエゾニワトコの位

満付けに関する総合的な検討が必要である。

５）マメ科Leguminosae

出ｋ点数は少ないがマメ科の炭化子葉が産出した（似’

12)。計測できたものは４点で，長さ３．３ｍｍ，｜隔２．５ｍｍ

で|W洲が中央にくるもの（似'12-1,ＶＮ-79-13,Ａ－３〃1)，

良さ４．０ｍｍ，幅２．５ｍｍで|併帯が大きいもの（似'12-2,

VＮ-79-13,Ａ－３ｂ層)，長さ４．０ｍｍ，幅２．４ｍｍのもの

(似'12-3,Ｖ○-78-13,A-3bj曹)，長さ３．５ｍｍ，’'1冊２．１

ｍｍ，勝帯の長さ２．０ｍｍ，’'1冊０．６ｍｍのもの（図12-4,

VＮ-79-14,Ａ－３層）である。ササゲ属の一種あるいはリョ

クトウ等としばしば同定されるものと類似している｡

考察

１．種実遺体群の形成過程

遺跡から産出する種実は，ll1illﾉ|の植生から直接''1来した

ものと，人による収集・収惟・廃棄などを経て，やがて堆

積の場にもたらされた物がある。これらの両者が堆憤の場

で複雑に入り混じって，極突進体群が形成される。堆砿の

仕方はどうか，どの部位が産川するのか〆破損状況はどう

か，炭化しているのかいないのか，などが，その瞳実遺体

のlll来についての情報を与える（雨水，2003)。炭化して

いるということは，野火や，焚き火，失火，調理などで熱

を受けたことを示している。,'1'1i物体の一部のみが炭化して

産出する場合，ヒトが住届内に保符していたものが失火に

より炭化したことを強く示唆する。

クリは雄花序や殻斗は今のところ本遺跡では産出せず，

果実片と炭化種子のみが庫出している。したがってこれら

は周辺植生から直接巾来したと考えるよりは，人が集めた

ものが廃棄されるなどして唯械の場にたどり着いたと考え

られる。同様に，オニグルミは破損の状況から，イヌガヤ

１－

は蕊が産出せず種子が破撹した状態で産H}することから，

人が収集し，廃棄したものであると考えられる。キハダは

通常は種子が鯛I|するが炭化した果実も産出するので，人

が収集していたことを強く疑わせる。ニワトコ偶価.ｆも集

中した産出状況からかなりの部分が人が廃棄したものと考

えられる。‐方，ブナやコナラ蝿属は幼果や殻斗も産出す

ることから周辺植生から''1来したものと判断できる。他の

分類群についても産川状況ならびに民俗事例から，｜Iil様に

判断した。

人が廃棄したものが含まれており，周辺植生から111来し

たものの存在は/ドリjのものとして，イヌガヤ種子，オニグ

ルミ核，クリ果実･炭化果実･炭化子葉，クワ偶核･炭化核，

ヒメコウゾ核，サルナシ,核・炭化果実，キイチゴ屈核，キ

ハダ炭化種子・炭化果実，ブドウ属果実・炭化種．ｆ，トチ

ノキ種皮，ウルシ脳炭化核，ミズキ核・炭化核，ニワトコ

属核・炭化核，タラノキ核・炭化核，サナエタデ果実・炭

化果実，タデ属果実･炭化果実，アカザ科種-f，ナス鵬樋子，

ウド核，マメ科種子，ゴボウ近似種果実，ヒョウタン砿子・

果皮がある。

周辺植生から''1米したのか人が廃棄したのかが不明のも

のとして,エノキ脚核,ゴボウ近‘似種果実，ヒョウタン;砿子・

果皮，カナムグラ核・砿子がある。

｝,Iil辺j植生から直接111来したことが確実と判断したものは

次のとおりである。スギ種子，アスナロ属葉，ヒノキ極｡ｆ，

ビャクシン属種.r，モミ屈葉，サワグルミ核，カバノキ科

果実，サワシバ果実，ハンノキ属果実，ブナ果実・般斗・

幼果，コナラ属果実，コナラ属コナラ茄属幼果・殻.'.，モ

クレン属種子，ホオノキ極ｒ，コブシ種子，クスノキ科唖子，

イワガラミ種子，イヌザンショウ核，ニガキ核，ウルシ屈核，

ミツバウツギ種子，カエデI剛と実，ツタ種子，ハリギリ;匝

子，ウリノキ属核，ハクウンポクナ匝子，カラコギカエデ果

実，イタヤカエデ果実，ミツデカエデ果実，クマヤナギ屈核，

ツタ種子，ムラサキシキブ胸核，クサギ核，ガマズミ属核，

イバラモ属近似極砿了，スケ属果実，ツチアケピ種子，カ

ナムグラ果実，イラクサ科果実，ギシギシ属果実，ヤナギ

タデ果実，ナデシコ科獅子，クサノオウ属種子，キケマン

図１２二内丸''1遺跡{+|土の炭化マメ科子葉．

－１：VN-79-l3,Ａ－３層．２：VN-79-13,Ａ－３ｂ

解．３：先行トレンチVO-78-13,Ａ－３ｂ解．

４：VN-79-l4,Ａ－３層．スケール＝１ｍｍ．
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届種子，ネコノメソウ屈祁子，ツリフネソウ城種子，スミ

レ属種子,エノキグサ臓脈r･，カタバミ属種子，セリ科果災，

シロネ属果実，キランソウ腕果実，オトコエシ果実，ミヤ

マニガウリ種子。

トチノキについては節６鉄塔地区では種子片と幼果が厳

出しており．これは柚生から''1来したと考えられる。一方，

トチ塚の試料は，人が廃棄した残液である。

２．植生の復元

１）まとまった土器が脈出しない時代（ムラの出現前）

今回の試料でムラのIHjJ,,!‘前に当たる試料は北の谷地区ス

タンダード・コラムのＣ，Ｄ屑（表１や付表５－C,Ｄ)，な

らびに北の谷地区第１２次確認地区のⅡIC－３～Ｓ胴にあた

る（表１，付表４)。いずれの地点でも上位の極実群と比較

すると木本が中心であるという特徴がある。しかしブナ属

やコナラ属などは産出しておらず、自然度の高い林とは考

えられない。キハダや，サワシバ，タラノキ，ニワトコ脳，

サルナシなどで構成される人の関与がうかがえる落災広災

樹林が存在したと考えられる”

’11-の層位は，古川ほか（2006）の花粉化石群による柿

族|期区分のＢ期にあたる。この時期はコナラ亜属やブナな

どの落葉広葉樹林が縮小し，局所的にクリ林やニワトコ属

が拡大するとされている。緬実遺体から復元された柚生と

矛爪はない。種実遺体では産出しないブナ属やコナラ価な

どが花粉で産出することから，これらは谷周辺よりはやや

離れた台地上等で生育していたと推定できる

２）円筒下層式a，ｂ式上器の時代

今回の試料では第６鉄塔地区のもの全てと，北の谷地区

第１２次調査地区のIIIC-l仲１，ⅡＩＣ－２層，北の谷地区スタ

ンダード・コラムのＢ凧北の谷地区のニワトコ属i皇体樋

実遺体群がこの時期にあたる。この時期の種実については，

ﾙ1illjilの植生から111米したものと，人が収集・収楼・廃棄す

るなどして堆積の場にもたらされたものがある｡ⅣillⅢ|の柚

４２から由来したと判断した柿実から植生を復元すると，北

の谷の一部ではハンノキの湿地林にツリフネソウ届と，ネ

コノメゾウ属が伴うｉＩｉｌｌ地があり，サワグルミも生育してい

た。斜面から人地にかけてはブナや．コナラ属コナラⅢi胴，

カエデ属の数種などの高木も点々と生育していたが，林と

呼べるようなものがあったかどうかは，種実遺体聯からは

判断できない。カナムグラや，キランソウ属，タデ脇の数

砿などの人里械物が杵辿に1,1Lられ，撹乱の激しい班境が

あったと推定できる．

同一の屑位は，古川ほか（2006）の花粉化石群によるl11Ii

生期区分のＣ期にあたる。この時期はクリ林の拡大期とさ

れ，台地上ないし斜1ｍではコナラ属などの落葉広葉樹が衰

退してクリ林が拡人したとされている。一方，北の谷や第

６鉄塔地区では，ハンノキ湿地林が縮小してカヤツリグサ

科やミズバショウ，タデ届サナエタデ節が繁茂する湿地が

形成され，ツリフネソウ1瓜やシダ植物が繁茂していたと推

定している。復元された湿地の植生は種実遺体と花粉化石

で一致している。極実遺体でクリの殻斗が産出せずlI1il辺に

生育していた証拠がないので，クリ林の拡大は谷に而した

斜而というよりはむしろ台地上で進行したのであろう。

３）Ｈ筒上胴式'2器ならびにそれ以降の時代

北の谷地区スタンダード・コラムＡ地点ＡＭが''1筒上

層式土器の時代に、Ｓルリがそれ以降の時代に型1たる。極実

遺体群から見ると限られた試料ではあるが，円簡下屑式上

器の時代と比べて|ﾘllMfな変化はうかがえず、ハンノキ湿地

林の存在と撹乱の激しい環境が推定できる。

吉川ほか（2006）の花粉化石群による分析では詳細な

植生期区分が設けられているが，種実遺体の試料が少なく

詳細な比較検討は雌しい、

３．利用された植物

産出状況から，人が収集・廃棄したものが含まれると推

定したもののうち，オニグルミ核と，クリ果実・炭化果実・

炭化子葉，トチノキ種皮は，食用とする部分を収集しこ

れを廃棄したものが産出したものである。イヌガヤ種子も

同様の可能性がある。これらは主食的要素であったと考え

られる、

ニワトコ屈核・炭化核と，クワ屈核・炭化核，タラノキ

種子・炭化種子，ヒメコウゾ核，サルナシルIi子・炭化果実，

キイチゴ屈核，ブドウ属果実・炭化種子は，液果でありこ

れらの果実を直接に食用にしたり、果汁をしぼって利川し

たことが推定できる。ニワトコ属が密集し，それにこれら

の液果も伴う産状から，醸造の可能性も示唆されてきた

(辻，2005)。今Il1のニワトコ属主体種実遺体Ⅳ1の砿実遺

体は，いずれでもニワトコ属が卓越したが，クワ偶や，キ

イチゴ属，サルナシなどとともに，周辺植生からｌｈ来した

と考えられるキランソウ届なども伴った。雌造等の可能性

の有無については今'１１|の試料からは判断できなかった。

キハダ炭化純子・炭化果実は，アイヌの香辛料としての

使用事例があり（萱野，1978)，縄文人の柿物利川の一端

がうかがえる。ミズキ核・炭化核も同様に利川した可能性

がある。

ウルシ届炭化核は，ウルシ屈核をおおう油脂が利川され

た可能性がある‘

サナエタデ果実・炭化果実や，タデ属果実・炭化果実，

アカザ科種子，および他の地点で産州しているイネ科など

の野生雑穀の種火は，Ⅷ1時の人々が野生雑穀を食川にして
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いたIIJ能性を示している、

ヒョウタン種子・果皮とゴボウ近似種果実の産出も特徴

的である。ヒョウタンならびにゴボウは11本の在来ｉｎでは

ない外来植物である。マメ科郁子としたものは、ササゲ|側

の一睡あるいはリョクトウ等としばしば同定されるものと

類似している。これらはしばしば「栽培植物」とされている。

しかし，ヒョウタンやゴボウ近似種は現在の栽培品伽より

も小さく，栽培捕物であるのかどうかは不明である。また，

実際に栽培されていたかどうかも不明である。ヒョウタン

は祥器として，マメ科種子は食川としての利用が考えられ

る“ゴボウ近似極果実の利川方法は不明であるが，州１１

(1978）はアイヌの民俗'1Ｉ例で，同床倉庫のねずみ除けに

ゴボウの頭花のイガを性に巻きつけておくのが最も効果的

であったと紹介しているので，そのような利用法があった

かもしれない。

ヒョウタンやゴボウないしゴボウ近似種，ササゲ届に対

比される「マメ科｣，エゴマは近縦や，北陸，関東の各地

の細文時代の遺跡から哨||している汀特に，詳細に検討が

加えられた滋賀県粟津湖底辿跡の細文時代早期初皿（滋賀

ﾘ｢!:教育委員会，2000）と柵ﾉドﾘI鳴浜貝塚の縄文時代前Ｉﾘｌ

(鳥浜貝塚研究グループ，1983）からはこれらの４台がす

べて産出している。本遺跡からは今のところ，エゴマは産

出していないので，ここではエゴマが利用されていなかっ

たのかもしれない。
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